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バイオマス発電用燃料の製造・供給会社「花巻バイオチップ株式会社」設立のお知らせ 

 

当社は、岩手県花巻市で計画している木質バイオマス発電事業「株式会社花巻バイオマスエナジ

ー」（以下「花巻バイオマスエナジー」）向けに、バイオマス燃料（森林間伐材等を原料とする木質チッ

プ）を製造し供給する、「花巻バイオチップ株式会社」（以下「花巻バイオチップ」）を設立いたしました

ので、以下のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 会社設立の理由 

 

当社グループは、現在、10年後（平成37年）を見据えた５年後（平成32年３月期）を最終年度とする

中期経営計画を策定しております。今後、2020年（平成32年）東京オリンピック開催に向けた都市の

再構築、国土強靭化にむけてのインフラ整備、防災・減災のための国づくり等、多岐に亘る国家的プ

ロジェクトにあわせて建設廃棄物の排出量の増加が見込まれますが、新しい中期経営計画では、そ

の後の社会環境も見据え、持続可能な企業のあり方として、再生可能エネルギー事業、特に木質バ

イオマス発電を次の新たな柱にすえるべく、事業計画・投資を進める方針です。 

 

当社グループでは、株式会社津軽バイオマスエナジー（青森県平川市、以下「津軽バイオマスエナ

ジー」）に続き、花巻バイオマスエナジーを設立し、森林組合・林業事業者・製材事業者等、原料供給

を担う地元企業及び団体・地元自治体の皆様からのご支援をいただきながら、岩手県花巻市での木

質バイオマス発電事業の立ち上げに向けて準備を進めております。 

津軽バイオマスエナジーは、今秋（平成27年10月）の事業開始にむけて現在建設工事を進めており

ますが、同プロジェクトでは、木材（森林間伐材・りんご剪定枝）の集荷・製造（チップ化）・供給につい

ては、森林組合・林業事業者・製材事業者等の地元企業及び団体が中心となって設立された津軽バ

イオチップ株式会社（青森県平川市、当社７％出資）が担い、津軽バイオマスエナジーは発電事業に

特化する予定です。 

他方、花巻バイオマスエナジープロジェクトにおいては、発電事業の川上に位置する燃料製造・供

給についてもタケエイグループとして積極的に関わることで、森林組合・林業事業者・製材事業者等、

原料供給を担う地元企業及び団体・地元自治体の皆様とともに、永続的な森林保全・防災力強化、

林業分野における新たな事業・雇用の創出に努め、さらに将来的には、バイオマス資源作物の生産も

視野に、森林資源の新たな循環モデルを目指してまいります。 

花巻バイオチップ（岩手県花巻市、資本金１百万円、当社100％出資）は、こうした川上事業を担うこ
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とを目的として設立いたしました。なお、花巻バイオチップは、当初当社１社による出資構成となって

おりますが、今後、森林組合・林業事業者・製材事業者等の地元企業や団体の皆様も参画し、増資を

行う予定です。 

 

※これまでのバイオマス発電に関する当社グループの事業計画につきましては、 

平成25年3月13日付 「バイオマス発電事業参入に関するお知らせ」（株式会社津軽バイオマスエナジー）、 

平成26年10月14日付 「岩手県花巻市におけるバイオマス発電事業参入に関するお知らせ」 

       （株式会社花巻バイオマスエナジー）、 

  「株式会社富士リバースの株式取得（子会社化）に関するお知らせ」、 

平成26年12月24日付 「資本業務提携及び第三者割当増資による新株式発行に関するお知らせ」（世界的環境企業 

  ヴェオリア・エンバイロメントの日本法人ヴェオリア・ウォーター・ジャパン株式会社との資本業務提携） 

等をご参照ください。 

 

 

2. 花巻バイオマス発電事業スキームについて 

 

木質バイオマス発電において燃料となる間伐材等の木材供給は、森林事業・製材事業に関わる数

多くの地元企業及び団体の皆様が担い、切り出された木材は、花巻バイオチップで燃料用チップに

加工した後、これを燃料として花巻バイオマスエナジーが発電を行い、固定価格買取制度（FIT）等を

活用し売電を行ないます。 

 

 

 

 

3. 花巻バイオチップ株式会社の概要 

 

(1) 名称 花巻バイオチップ株式会社 

(2) 本社所在地 岩手県花巻市二枚橋5-6-3 

(3) 事業予定地 岩手県花巻市大畑地内（花巻バイオマスエナジー隣接、予定） 

(4) 代表者 森井 敏夫 

(5) 事業内容 バイオマス発電用燃料の製造・供給 

(6) 資本金 1百万円 （株式会社タケエイ 100％） 

（今後出資体制を構築し、90百万円程度に増資してまいります。ただし、

事業の主体を担う当社は常時50％超を確保いたします。） 

(7) 設立 平成27年2月16日 
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4. 今後の見通し 

 

花巻バイオマスエナジーにおける売電開始は平成28年度を予定しており、開業２年目には年間13

億円程度の売上を見込んでおりますが、今回設立の花巻バイオチップが当社連結業績に与える影響

は、軽微です。 

 

 

以上 


